
 

令和 8 年度 

埼玉県学校総合体育大会＜中学校の部＞ 

種目 テニス 

埼玉県大会 開催要項 

 

開催日：個人戦 7 月 9 日(木)・10 日(金) 

団体戦 7 月 21 日(火)・22 日(水)・23 日(木) 

予備日：個人戦 7 月 23 日(木) 

団体戦 7 月 24 日(金) 

会 場：7 月 9 日・10 日  ：大宮第二公園 

7 月 21 日・22 日 

23 日・24 日   ：智光山公園 

使用球：ダンロップ フォート 

 
主 催：埼玉県教育委員会・さいたま市教育委員会・埼玉県学校体育協会 

後 援：公益財団法人埼玉県スポーツ協会・さいたま市教育委員会・狭山市教育委員会 

主 管：埼玉県中学校体育連盟テニス専門部 

 

 

埼玉県中学校体育連盟テニス専門部ホームページ 

https:// www. saitama-jhs-tennis.com 

 



令和８年度 大会役員 
名誉会長   大野 元裕  荒木 裕介   石川 薫    

名誉副会長  堀光 敦史  山﨑 達也   伊藤 高   渡辺 大  

      櫻井 雅彦   今井 房子    神山  八弓 小野  奈生子 鈴木  誠 

会長    杉田 和明        

副会長    内田 健二  駒崎 弘匡       

名誉顧問   横内 ゆり   佐藤 卓史   新井 彰    工藤 由起子  宮下 達也  

顧問    髙野 正規    久保 正美    田中 邦典 岡島 満   

参与    今井 隆元    

谷ヶ﨑 覚  齋藤 明博   荻原 篤大  関根 憲夫    城川 雅士 

根本 和彦   谷ヶ﨑 仁   櫻井 達夫   門井 五雄    長岡 有実子  山田 健司 

       上羅 廣  山之内 正隆   森 孝博 山川 喜葉     我妻 卓哉        

新保 友     青木 伸広    兵頭 一樹 越 晃宏 

竹居 秀子  滝嶋 正司    佐藤 泰弘    

委員長       藤原 暢央    副委員長    三浦 史生    

委員       大塚 雄一  竹田 和広   髙見 裕尚 鳥塚 源太郎  

堀江 亨一郎 小林 良    乙女 陽平 

内田 敦子  大谷 恭平    大嶋 一寿 髙橋 寿和   赤城 雅史 

    

テニス専門部役員 
委 員 長   小井田 誠   副委員長    長谷川 祥平   重吉 拓海 

委  員  渡辺 達矢      伊藤 博基   石井 貴大    悉知 由紀夫  貞包 功一郎 

  木村 駿介   大川原 光   福永 智史   夢川 雅人   橋詰 浩暉  

久保 裕一郎   

本部役員 
 レフリー（審判長） ： 小井田 誠       アシスタントレフリー ： 橋詰 浩暉 

 デ ィ レ ク タ ー ： 長谷川 祥平 

 運 営 ： 悉知 由紀夫、小井田 誠 

 進 行 ：  北埼玉、児玉地区顧問   

 記 録 ・ 報 道 ： 夢川 雅人、渡辺 達矢 

 会 計 ： 久保 裕一郎 

 会場準備・片付け ： 専門委員(各中学校顧問・引率教員) 

 

テニス専門部各地区委員長連絡先 
北足立南部 ： 渡辺  達矢  （西武台新座中）     048－481－1701 l(勤務校） 

北足立北部  ： 伊藤 博基  （伊奈学園中）     048－729－2882（勤務校） 

入   間  ：  石井 貴大  （星野学園中）     049－223－2888（勤務校） 

比   企  ：  悉知 由紀夫（大妻嵐山中）    0493－62－2281（勤務校） 

児   玉 ： 貞包 功一郎（本庄東附属中）   0495－27－6711（勤務校） 

大   里  ： 小井田 誠 （さいたま市立柏陽中）048－798－6655（勤務校） 

北 埼 玉  ： 木村 駿介 （加須市立加須東中） 0480－65－2206（勤務校） 

埼   葛  ：  大川原 光 （越谷市立千間台中） 048－977－8778（勤務校） 

秩   父  ： 小井田 誠 （さいたま市立柏陽中）048－798－6655（勤務校） 

さいたま市  ： 小井田 誠 （さいたま市立柏陽中）048－798－6655（勤務校） 



  ※ 大会開催中の緊急連絡先は次ページに記載してあります 

日程表 
個人戦 

日程 7 月 9 日(木) 7 月 10 日(金) 7 月 23 日(木) 

種目 男女単複 男女単複残り 予備日 

会場 大宮第二公園 智光山公園 

 

団体戦 
日程 7 月 21 日(火) 7 月 22 日(水) 7 月 23 日(木) 7 月 24 日(金) 

種目 男子団体 1,2R 女子団体 1,2R 男女団体戦残り 予備日 

会場 智光山公園 

［注］ 

 ・個人戦は各日とも 8:00 に開門、8：30 までには本部にて受付を済ませて下さい。 

・団体戦は全日程、男女とも 6:30 に開門、7:50～8:10 に本部にて受付を済ませて下さい。 

 ・1 日目が雨天中止の場合にも、2 日目の日程は変わりません。 

 ・各日の残り試合については、実施日も含め本部の指示をよく確認して下さい。 

 ・雨天判定の結果は、6：15 以降に埼玉県中体連テニス専門部ホームページにて掲載されます

ので、各自で確認してください。 

  埼玉県中体連テニス専門部ホームページアドレス https://saitama-jhs-tennis.com 

 

＜緊急連絡先＞専門委員長 小井田 誠 090－2496－3909（取り扱い注意） 
 

令和８年度 学校総合体育大会 各地区定数 

 男子 S 男子 D 男子団体 女子 S 女子 D 女子団体 

地区 定数 補欠順位 定数 補欠順位 定数 補欠順位 定数 補欠順位 定数 補欠順位 定数 補欠順位 

北足立南部 6+1  6+2  2+1 ① 6  6+2  2+1 ① 

さいたま 5  5  2  6+1  5+1 ① 2 ② 

北足立北部 1+1  1  1  1+1  1+1  1  

入間 5 ③ 5+1 ② 2+1 ③ 2+1 ① 3  1 ③ 

比企 1  1  1  1+1  1  1  

秩父 1  1  1  1  1  1  

児玉 1  1  1  1  1  1  

大里 1  1  1  1  1  1  

北埼 2 ① 2 ① 1  4 ② 4 ② 2  

埼葛 5+2 ② 5+1 ③ 2 ② 5 ③ 5 ③ 2+1  

総数 28(4)  28(4)  14(2)  28(4)  28(4)  14(2)  

学総シングルスの各地区定数は前年度新人シングルスのベスト 4 に入った本数がボーナス加算される 

学総ダブルスの各地区定数は前年度新人ダブルスのベスト 4 に入った本数がボーナス加算される 

学総団体の各地区定数は前年度団体の上位 2 校に入った本数がボーナス加算される 

 

令和 8 年度 関東大会 推薦数 
 男子 女子 

シングルス 4(3+1) 5(3+2) 
ダブルス 3(3+0) 4(3+1) 
団体戦 2 (全中予選 1) 2 (全中予選 1) 

前年度関東中学生テニス選手権大会においてシングルス・ダブルスともにベスト 8 に入った本数がボーナス加算される 

前年度関東中学生新人テニス選手権大会において団体戦 3 位以上に入った本数がボーナス加算される 

 



会場案内図(大宮第二公園 第 1 テニスコート) 

 

 

会場案内図(智光山公園) 

 

※駐車場や通路等でボールを使った練習等を行わないこと 

 

試合規則及び注意事項 
①受 付 プレーできる服装で、指定時刻までに本部へ出席を届けること。 

      指定時刻に遅れた場合、棄権とみなす。 

②天 候 6：00 に雨天判定を行い、6：15 以降にホームページにて試合の有無などを発表する。 

③服 装 男子の場合はゲームシャツとパンツ、女子の場合はワンピースまたはゲームシャツ

とスコートまたはパンツとし、肘や膝がみえるものを着用する。T シャツやジャー

ジ類は不可とする。個人名が入ったウェアは着用できない。 

④用 具 ラケットのストリング（ガット）のステンシルマークは不可。コート面を傷めたり、

汚したりするおそれのない、テニス専用シューズを履かなければならない。 

⑤ロゴマーク テニスウェアにおける学校名以外のコマーシャルロゴは一切認めない。製造業者ロ

ゴについては、「JTA TENNIS RULE BOOK 2026」に準ずる。 

   ※ 服装と用具については巻末の「服装と用具に関する細則」を守ること。 

⑥使 用 球 ダンロップフォート 

個人戦・団体戦ともに持ち寄りとし、2 個入り未開封缶を持参する。 

団体戦出場校は各チーム 5 缶持参すること。 

⑦審 判 個人戦は敗者審判制で、各コートの初戦はセルフジャッジとする。敗者は、自分が

試合をしたコートの審判を行うこと。 

団体戦は相互審判制です。組み合わせ番号の若いチームが D1、S3、S1 の主審を、
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相手チームが D2、S2 の主審を行う。主審を出さない試合では、副審を行う。 

⑧練 習 試合前の練習はサービス両サイド 2 球ずつ、計 4 球とする。 

⑨試合方法 1 セットマッチ 6 オールタイブレーク方式で行う。 

⑩コ ー ト 砂入り人工芝コート 

⑪そ の 他 その他の規則は日本テニス協会規則に準ずる。 

 

その他の注意事項 
①大会に遅れた場合は原則として棄権とする。（中体連本部規定による） 

交通渋滞等やむを得ない理由により遅れる場合は、緊急連絡先（専門委員長の携帯電話）に連
絡すること。但し、大会運営に支障をきたす場合は、連絡を受けても棄権とする。 

②個人参加の選手の場合、学校長が認めた保護者の引率は認められる。 

③出場予定の選手が大会に参加できなくなった場合は以下の通りとする。 

個人戦の選手の場合…学校長の職印のある欠席届を専門委員長に提出し欠席すること。 

同校の代わりの選手を出すことはできない。 

団体戦の選手の場合…けがや病気などやむを得ない場合に限り、学校長の職印のある変更届を
専門委員長に提出すれば、同校の代わりの選手に変更できる。 

無断欠席は厳重なる注意と、場合により以後の出場停止等の処分もあるので、くれぐれも注
意して下さい。 

④個人戦の場合、ベンチコーチは一切認められない。 

団体戦の場合、ベンチコーチは登録された監督・選手のみ各コートにつき 1 名認められる。 

外部コーチによるベンチコーチは一切認められない。 

⑤コート外からコート内の選手へのコーチング等の声かけは一切認められない。 

⑥団体戦の場合、声を出しての応援が認められているが、アドバイスになる声がけは一切認めら
れない。敵味方にかかわらず、よいプレーには拍手をするよう心がける。 

⑦弁当のゴミ、張り替えたグリップテープ等、自分で出したゴミは自分で持ち帰り、大会会場を
汚すことがないようにする。 

⑧一般の方に対するマナーを忘れない。（公共の施設を大会会場として使用していること、行き帰
りの交通機関におけるマナー等） 

⑨大会に参加する生徒はもちろん、引率の教員・保護者も大会参加前に、試合規則、試合の進行、
審判の仕方、注意事項等、要項に記載されていることを確認する。 

⑩競技参加の心得（水筒の扱い、参加態度、禁止事項等）は中学校の大会であることを前提にし
て、普段の学校生活と同じものとする。 

 

試合の進行について 

【個人戦】 

①本部前の掲示板で示される進行表を見て、自分の決められたコートに行くこと。なお進行表の
『控え』に入ったら、試合を行うコート脇で必ず待機する。 

 ※ 試合の進行状況によっては、『控え』なしで試合に入ることや、進行表で指示されたコート
から変更になることもあります。その場合は放送等で連絡しますので、聞き逃さないように
注意すること。 

②相手を確認し、ドロー番号が小さい選手が試合球を開封する。 

③試合前の練習は、両サイドのサーブ 2 本とする。 

④試合終了後、勝者は未使用のボールを受け取り、必ずすぐに本部へ結果の報告をすること。 

敗者は使った試合球を受け取り、すぐに審判台に登ること。 

⑤本部への報告は「3 番コート、6 対 3 で A の勝ちです。」とわかりやすく簡潔に伝えること。 

⑥給水はチェンジサービス時も短時間で認める。 

【団体戦】 

①団体戦の試合方法は以下のように定める。 

＜クラブチーム参加有りの場合＞ 

1．団体戦１日目にトーナメントで１R、２R、３R を行い、２日目にクラブチームを入れた３
チームで総当たりを行う。 

 2．リーグ戦の試合順は、A 対 B、B 対 C、C 対 A とする。A、B が学校部活、C がクラブチー



ムとする。 

 3．3 校の勝敗が並んだ場合の順位決定方法は以下の順で決定する。 

   ア．5 ポイント(複 2 単 3)の得失差 

   イ．取得ゲーム率 

   ウ．総得ゲーム数 

 ＜クラブチーム参加無しの場合＞ 

1． 団体戦１日目にトーナメントで１R、２R を行い、２日目に SF、F、３決を行い、必要あれ
ば２決も行う。 

②受付が終了したらオーダー用紙を作成し、キャプテンもしくは監督が本部に提出する。 

 本部から指定されたコートに行くこと。 

②コート番号の若いコートに整列後、相手を確認してからあいさつし、オーダー用紙を交換する。 

③組み合わせ番号の若いチームの試合球を使用する。お互いの学校から審判を出すこと。 

④試合前の練習は、両サイドのサーブ 2 本とする。（計 4 本ずつ） 

⑤一つの対戦をコート 1～5 面を使って行い、各チームの初戦については打ち切りなしで、2 戦目
以降は 3 本先取で打ち切りとする。 

⑥それぞれの試合（1 試合ずつ）が終わり次第、主審が本部へ結果を報告すること。 

※本部への報告の仕方 

（例）：「A 中対 B 中の試合、3 コート、ダブルス 2、6 対 3 で A 中の勝ちです。」 

⑦団体戦の勝敗が決したら、チームはコートに集合しあいさつする。 

 勝ったチームは未開封の試合球を持って(勝ったチームのボールを使った場合は、負けたチーム
とボールを交換して)次戦に進む。 

勝ったチームのキャプテンは試合後速やかに本部に行き、団体戦の結果およびすぐに次の試合
に入るかどうかを確認する。次の対戦相手が決まったらすぐに団体戦オーダー用紙を作成し、
本部に提出して次戦の準備をする。 

 

セルフジャッジについて 

①試合前に 

 1．ネットの高さ、シングルススティック等、コートが試合に適しているかチェックすること。 

 2．ウォ－ムアップ前にトスをすること。 

②判定とコール 

 1．ネットより自分の側に関する判定は、すべて自分の責任となる。 

 ※自分で判定できなかったときはそのボールは「グッド」とする。ただし、相手にその判定に

関してアドバイスを受けてもよいが、そのアドバイスは最終となる。決して観客の助けを借

りてはいけない。 

 2．「アウト」、「フォールト」等は、瞬間的に、また大きな声とはっきりとしたハンドシグナル

で行う。 

 ※シングルスの場合、「アウト」コールを「グッド」と訂正した場合、そのプレーヤーは失点する。 

 ※ダブルスの場合の判定とコールは、ペアのどちらか一人が行えば、それが最終となる。ただ

し、ペアの一方が「アウト」（または「フォールト」等）とコールしたが、そのパートナーが

「グッド」と訂正した場合、そのペアは失点する。 

③カウントのコール 

 1．新しいポイント、新しいゲームが始まる前には、サーバーは必ず、レシーバーに聞こえるよ

うに大きな声でカウントをコールしなければならない。 

 ※レシーバーはサーバーのカウントコールに対して、同意を表すために、一声またはジェスチ

ャー等によって、合図をサーバーに送らなければならない。 

 ※サーバーのコールの後、レシーバーがサーバーに対して何の合図も無しにサービスに対する

返球の構えに入ったら、レシーバーはサーバーのそのカウントコールを認めたものとみなす。 

④サービスのレット 

 1．レシーバー（ダブルスの場合、そのパートナーも含む）のみがレットをコールでき、サーバ

ーにはその権利はない。 

⑤フットフォールト 



 1．レシーバーから見て、どう見てもサーバーがフットフォールトを犯していると判断したとき

は、速やかに本部役員を呼び、事情を説明する。 

⑥コートを離れたいとき 

 1．様々な理由により、試合中、一時コートを離れたくなったときは、まず相手にその理由をき

ちんと説明し、相手の同意を得なければならない。 

 2.相手が同意しない場合は本部役員を呼ぶことができる。 

⑦本部役員を呼ぶとき 

 1．選手同士で解決できないような問題が起こった場合、いずれの選手も本部役員を呼ぶことが

できる。ただし、レフェリーを呼びたい選手は次の手続きをとらなくてはならない。 

  a：相手にレフェリーを呼ぶことをきちんと伝える。 

  b：その後、コートの外の人にレフェリーを呼んでくるように頼み、当人がコートに残る。 

  c：頼める人がいない場合は、相手に伝えた後、コートを離れてもよいが、行動はすばやくし

なければならない。 

 

ドロー作成について 

個人戦については、代表者会議の場で承認が得られれば、常任委員会に委任し、以下のことを
原則として決定する。 

①シードは組み合わせ会議の場において全員の協議の元に決定する。 

  ②シード枠はシングルス 8 本、ダブルス 8 本までを原則とする。 

  ③シード決定の際は前大会の成績と参考になる大会（中体連）記録を優先とする。 

   他の大会は参考とする。 

  ④同学校の選手が 2 回戦で対戦しないようにする。 

  ⑤同地区の選手が 1 回戦で対戦しないようにする。 

 

団体戦については、以下のことを原則として決定する。 

①シードは組み合わせ会議の場において全員の協議の元に決定する。 

②シード枠は 4 本までを原則とする。 

③シード決定の際は前大会の（中体連）成績と地区大会の結果をもとに決定する。 

④A～D ブロックには以下のようにシードを配置する。 

A･･･第 1 シード  B･･･第 4 シード  C･･･第 3 シード  D･･･第 2 シード 

  ⑤シード以外は代表者会議の場で抽選をして決定するが、同地区の学校が同じブロックに入
らないようにする。 

 

 

ドロー発表について 

 7 月 8 日(水)会議終了後、埼玉県中体連テニス専門部ホームページにて発表する。 

 埼玉県中体連テニス専門部ホームページアドレス https://saitama-jhs-tennis.com 

 氏名等に誤りがある場合は、下記メールアドレスにご連絡下さい。 

 info@saitama-jhs-tennis.com 

 

 

保護者引率になる学校の先生へ 

「保護者引率細則」の徹底をあらためてお願いいたします。 

※生徒・保護者共に任意の傷害保険等に加入しないと出場できない。 


